障害者自立支援法を考えるフォーラムinあだち
２００５年４月３０日
ピープルファースト東京  佐々木信行
     『知的障害者にとって障害者自立支援法とは・・・・・』
 「障害者自立支援法案」は、支援・介護の必要な私たちのことを知ろうとしないまま、 ２００５年２月１０日に閣議決定され、国会に上程されてしまいました。
    障害者自立支援法案の問題点・・・・・
  １．「利用者負担金」「外出介護の市町村事業化」
  「しょうがい」といわれる社会生活上の困難をかかえてしまった仲間たちが、食事をする、トイレに行く、外出をする、余暇を楽しむ、社会参加をするのは、人としての「基本的人権」であり、「幸福追求権」です。　　　　
   「基本的人権」「幸福追求権」を行使するのに必要な支援・介護・薬を使うのに、「負担金を払え」というのは『障害者が無実の罪で閉じこめられたのはこの「透明な壁の刑務所」から開放されるための保釈金を支払うよう、本人や家族に求めることと同じではないか』～第２２回社会保障審議会障害者部会・福島智委員から～。飲む、食べる、トイレに行く外出をするのになぜ負担金が必要なのですか。働きたくても仕事がない、働くことが全く保障されていない私たちからなぜ、負担金を強要するのか。    
２．「障害者程度区分の認定」「市町村審査会」
    「障害者の程度区分の認定」は、介護保険制度と障害保健福祉施策の統合が目的で、家族が介護をするのが基本になっていて、地域で生活全体を支えるしくみになっていません。「障害者程度区分の認定」で使えるサービスを決めるようになったら、私たち  地域で生活することができなくなります。
    また、「市町村審議会」で「専門家」と言われる人たちによって私たちの利用するサービスが決められようとしています。医者や大学教授に私たちの生活の何がわかるのでしょうか。
    どこに住むか、誰と一緒に住むか、どういう生活をしたいのかは、医者や大学教授で   なく、自分で選び、自分で決める権利があります。
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